
救急患者は24時間受入

受付時間 診療開始時間

療養中の心配事や不安などは…
患者総合支援センター

土・日・祝日・年末年始
　　　　　　　（12月29日～１月３日）

休診日

地域医療連携室
紹介による受診に関する事は…

院　長

佐 藤 昌 司
さ　  とう  しょう   じ

火

○

○

○

○

○

○

　

　

　

○

○

注）診療日が変更になる場合もありますので、予めご了承ください。
（令和５年５月１日現在）

1

Dx
化
さ
れ
て
も
大
切
な
の
は『
人
の
力
』

外来診療一覧表

　

本
稿
を
記
し
て
い
る
３
月
、大
分

県
内
で
も
よ
う
や
く
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
第
８
波
が
収
ま
り
、明
日

は
、来
年
は
、と
約
３
年
に
わ
た
っ

て
言
い
続
け
る
も
先
送
り
の
後
、待

ち
に
待
っ
た
文
字
通
り
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
、コ
ロ
ナ「
後
」の
時
期
が
本
当

に
や
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。と
は
い

え
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
病
原
性
や

感
染
性
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、人
間
の
側
が
社
会
的
な
順
応
度

を
変
化
さ
せ
て
い
る
だ
け
な
の
で

す
が…

。

　

さ
て
、先
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

特
需
の
時
代
を
終
え
た
ア
ク
リ
ル

板
製
造
業
者
が
、不
要
と
な
っ
た
板

の
二
次
利
用
法
を
模
索
し
て
い
る

姿
、す
っ
か
り
定
着
し
たW

eb

ス
タ

イ
ル
の
遠
隔
会
議
に
よ
っ
て
、社
内

活
動
と
会
議
の
あ
り
方
が
１
８
０

度
変
わ
っ
た
流
通
業
界
の
様
子
な

ど
、「
コ
ロ
ナ
後
特
集
」が
流
れ
て
い

ま
し
た
。医
療
の
世
界
で
も
、コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
喫
緊
の
必
要
性
も

あ
っ
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
垣
根

が
徐
々
に
取
り
払
わ
れ
、身
分
証
明

や
個
人
識
別
の
手
続
き
も
登
録

カ
ー
ド
を
使
っ
て
、さ
ら
に
は
腕
時

計
に
組
み
込
ま
れ
た
セ
ン
サ
ー
で
、

ご
本
人
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
や
血

糖
値
ま
で
も
医
療
機
関
に
送
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
受

診
者
↕
医
療
者
の
通
信
手
段
と
し

て
確
立
さ
れ
て
き
た
手
法
が
そ
の

ま
ま
、コ
ロ
ナ
後
の
医
療
の
世
界
に

定
着
・
普
及
し
て
き
て
い
ま
す
。つ

ま
り
、コ
ロ
ナ
の
蔓
延
を
契
機
と
し

て
、そ
れ
に
先
ん
じ
て
謳
わ
れ
て
い

た「
Dx
化
」が
医
療
界
に
も
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
、し
か
も
加
速
さ
れ
勢
い

を
増
し
て
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た

コ
ロ
ナ
禍
を「
災
い
転
じ
て
福
と
成

す
」た
め
に
は
、こ
の
流
れ
に
便
乗

し
な
が
ら
有
効
な
院
内
Dx
化
を
定

着
さ
せ
て
い
け
る
か
が
、
病
院
に

求
め
ら
れ
て
い
る
次
な
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
に
お
け
る
Dx
化
と
は
、人
が

タ
ッ
チ
し
て
い
た
業
務
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
任
せ
に
し
て
無
人
化

す
る
、
料
金
の
計
算
や
支
払
い
を

カ
ー
ド
自
動
払
い
に
す
る
、と
い
っ

た
単
な
る「
省
力
化
」で
は
あ
り
ま

せ
ん
。病
院
間
の
連
携
、院
内
各
所

の
情
報
伝
達
を
含
め
、患
者
さ
ん
に

無
駄
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
な
い
、二

度
手
間
を
取
ら
せ
な
い
環
境
整
備

は
言
う
に
及
ば
ず
、
初
療
か
ら
通

院
・
入
院
を
経
て
治
療
後
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
の
あ
り
方（
受
療
施
設
、ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
）ま
で
を
包
含
し
た
連

携
網
を
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
力
を

借
り
て
発
展
整
備
し
て
い
く
も
の

で
あ
り
、あ
く
ま
で
も
患
者
さ
ん
の

利
便
性
と
満
足
度
に
沿
っ
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

一
連
の
医
療
行
為
の
中
で
、情
報

通
信
網
で
代
替
で
き
先
回
り
で
き

る
の
は
ど
の
部
分
な
の
か
、ど
う
し

て
も
患
者
さ
ん
に
ご
足
労
い
た
だ

か
ね
ば
な
ら
な
い
部
分
は
ど
こ
な

の
か
、そ
し
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
人

の
力
で
解
決
す
べ
き
プ
ロ
セ
ス
は

ど
の
部
分
な
の
か
、を
無
理
な
く
切

り
分
け
る
こ
と
が
必
須
で
す
。

　

前
号
で
ご
紹
介
し
た
、
当
院
の

ネ
ッ
ク
で
あ
っ
た
電
力
供
給
を
始

め
と
し
た
水
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
確
保
の
事
業
は
、春
先
に
は
何
と

か
完
遂
で
き
そ
う
で
す
。「
患
者
さ

ん
の
安
全
と
安
心
」
の
一
環
と
し

て
、お
待
た
せ
し
な
い
医
療
、断
ら

な
い
医
療
を
進
め
る
べ
く
、当
院
ス

タ
ッ
フ
が
有
効
に
活
用
で
き
患
者

さ
ん
に
よ
り
安
全
と
安
心
を
提
供

で
き
る
よ
う
な
Dx
整
備
に
取
り
掛

か
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

引
き
続
き
、当
院
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

1

ＪＲ：大分駅からタクシーで約15分または
　　 南大分駅からタクシーで約５分
バス：大分駅前バス停からバス・徒歩を含めて約25分
        (大分市内中心部から約25分間隔で運行)
駐車場：有料駐車場(約420台）完備(1時間まで無料)

午前８時～午前11時 午前８時30分

平日（土・日・祝日除く）
午前8時15分～午後5時(受付は11時まで)
ＴＥＬ　097－546－7129
FAX　097－546－7368

平日（土・日・祝日除く）
午前8時30分～午後5時
ＴＥＬ　097－546－7125

）（

オアシスひろば●

三芳

至竹田・佐伯

至賀来

至挾間

至野津原

永興 上野丘

古国府

豊饒

　←中央通り１番のりば

←大分駅前４番のりば

大分 IC

光吉 IC

羽屋交差点

南大分体育館
●南大分スポーツパーク
●

●
豊府中・豊府高

●県庁

〕〔

〕 〔

●豊府小

大分駅

古国府駅

南大分駅

大道
トンネル

10

10

442

197

210

大分
県立病院 府内大橋

広瀬橋

下郡
バイ
パス

大
道
バ
イ
パ
ス

アクセス

金

　

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

　

○

木

○

○

○

○

　

○　

　

　

○

　

○

月

○

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

　

○

　

曜日
月

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○　

○

金

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

火

○

○

○

○　

○

○

○

○

○

○

○

　

○

　

水

○　

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

木

○

○

○

○　

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

外 科

新患
再来

新患
再来

新患
再来

新患

消化管
気管支

再来
消化器
乳腺

脳 神 経 内 科

脳 神 経 外 科

循 環 器 内 科

内分泌・代謝内科

呼吸器内科

血 液 内 科

膠原病・
リウマチ 内 科

腎 臓 内 科

呼 吸 器 外 科

心臓血管外科

整 形 外 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

形 成 外 科

消 化 管 内 科・
肝 胆 膵 内 科

新患
再来

曜日
診療科診療科 水

○

○

○

○

○

　

○

○

○

　

○

産 科

新 生 児 科

小 児 科

小 児 外 科

内視鏡科

泌 尿 器 科

精 神 科

緩和ケア外来

放 射 線 科

歯科口腔外科

外来化学療法室

診療科の判断が

困 難 な 場 合 の

担 当 診 療 科

消化管
内科
・
肝胆膵
内科

呼吸器
内科

脳神経
内科

血液
内科

1・3・5週
内分泌・
代謝内科

2・4週
腎臓
内科

手術日
休診

手術日
休診

手術日
休診

手術日
休診

手術日
休診

手術日
休診

手術日
検査日
休診

手術日
検査日
休診

休診

手術日
休診

手術日
休診

手術日
休診

手術日
休診

手術日
予約
のみ

手術日
予約
のみ

手術日
予約
のみ

手術日
予約
のみ

手術日

予約
のみ

婦 人 科
※紹介患者さん優先と
　させていただきます

※紹介患者さん優先と
　させていただきます

※新患は要予約

※専門外来は要予約

※新患・再来とも要予約

(要予約)

※新患は要予約

※新患は要予約

※第１・第３金曜日は再来のみ

皮 膚 科
※紹介患者さん優先とさせていただきます

15時
から

○

○
予約のみ

○
予約のみ

○
予約のみ

○
予約のみ

○
予約のみ

○
予約のみ

○
予約のみ

○
新患のみ

○
再来のみ

○
予約のみ

○
予約のみ

○休診

○ 休診

○
休診

○

手術日
休診

手術日
休診

○ ○

休診

休診

休診休診休診

呼吸器腫瘍
内 科
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医療ネットワーク

～かかりつけ医のご案内～
紹介状がとても大切です

2

呼吸器外科部長

宮脇  美千代

的
確
な
治
療
モ
ダ
リ
テ
ィ
を

みやわき　  み  ち  よ

　

２
０
２
３
年
１
月
か
ら
呼
吸
器
外
科

部
長
に
着
任
し
ま
し
た
宮
脇
美
千
代
で

す
。

　

大
分
県
立
病
院
の
呼
吸
器
外
科
は

代
々
長
崎
大
学
か
ら
の
派
遣
で
し
た

が
、
こ
の
度
、
大
分
大
学
か
ら
の
派
遣
と

な
り
、
私
が
特
攻
隊
長
と
し
て
参
り
ま

し
た
。長
く
歴
史
あ
る
長
崎
大
学
か
ら

の
引
き
継
ぎ
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

診
療
が
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

主
な
専
門
は
肺
が
ん
を
始
め
と
す
る

胸
部
腫
瘍
、
膿
胸
、
気
胸
な
ど
の
胸
膜
疾

患
、
炎
症
疾
患
、
胸
部
外
傷
な
ど
で
す
。

特
に
肺
が
ん
は
未
だ
悪
性
腫
瘍
の
な
か

で
死
亡
数
ト
ッ
プ
の
疾
患
で
す
。そ
れ

で
も
、
手
術
で
は
胸
腔
鏡
か
ら
ロ
ボ
ッ

ト
支
援
下
手
術
、
薬
物
療
法
は
抗
が
ん

剤
、分
子
標
的
薬
に
免
疫
療
法
と
、こ
こ

数
年
で
飛
躍
的
に
治
療
モ
ダ
リ
テ
ィ
は

増
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
ど
う
効
率
よ

く
的
確
に
患
者
さ
ん
に
届
る
か…

が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。内
科
、
放
射
線

科
、
病
理
医
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
肺

が
ん
に
対
し
て
打
ち
向
か
っ
て
い
く
心

意
気
で
す
。

　

大
分
県
立
病
院
を
訪
れ
る
の
は
学
生

の
ポ
リ
ク
リ
以
来
で
す
の
で
、
今
ま
で

近
く
て
遠
い
存
在
で
し
た
。

　

今
、
県
立
病
院
で
働
か
せ
て
頂
け
て

い
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

消化管内科部長

沖本　忠義
おきもと　    ただよし

　

本
年
１
月
よ
り
消
化
管
内
科
部
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
沖
本
忠
義
で
す
。

　

最
近
で
は
医
療
の
専
門
化
が
進
み
、

当
院
で
も
１
月
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
「
消

化
器
内
科
」
が
「
消
化
管
内
科
・
肝
胆

膵
内
科
」
と
な
り
ま
し
た
。
診
療
科
名

が
変
更
と
な
り
、
皆
様
に
と
っ
て
は
少

し
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

外
来
・
入
院
診
療
と
も
に
、
消
化
管
内

科
・
肝
胆
膵
内
科
の
全
て
の
ス
タ
ッ
フ

が
協
力
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
適
切
な

診
療
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
予
約
方

法
や
外
来
の
場
所
も
こ
れ
ま
で
通
り
で

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
安
心
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

男
女
合
わ
せ
た
日
本
人
の
が
ん
死
亡

者
数
順
位
の
１
位
は
肺
が
ん
で
す
が
、

２
位
か
ら
５
位
は
そ
れ
ぞ
れ
、
大
腸
が

ん
、
胃
が
ん
、
膵
臓
が
ん
、
肝
臓
が
ん

と
消
化
器
が
ん
で
亡
く
な
る
方
が
多
い

で
す
。
こ
れ
ら
の
が
ん
は
早
期
に
発
見

す
れ
ば
根
治
治
療
も
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

特
に
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
は
内
視
鏡

治
療
で
の
根
治
治
療
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
と
て
も

重
要
で
す
。
早
期
が
ん
は　

自
覚
症
状

が
無
か
っ
た
り
、
非
常
に
軽
い
こ
と
が

多
い
の
で
、
健
康
診
断
で
精
密
検
査
と

な
っ
た
場
合
や
、
症
状
が
あ
る
場
合
は

か
か
り
つ
け
医
の
先
生
に
是
非
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
大
分
で
生
ま
れ
、
大
分
で
育
ち
、

大
分
で
消
化
器
内
科
医
と
し
て
診
療
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
当
院
で

大
分
の
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
尽

力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

呼
吸
器
外
科

こ
れ
ま
で
以
上
に
適
切
な
診
療
を

消
化
器
内
科

当院から、他の医療機関への紹介状を交付されたにも
かかわらず、当院を受診する患者さん（受診の都度）

医科 7,700 円

医科 3,300 円

歯科 5,500 円

歯科 2,090 円

初診

再診

紹介状

紹介状

身
近
な
主
治
医
で
す

か
か
り
つ
け
医
は
気
軽
に
相
談
で
き
る

ま
ず
は

身近な地域の医療機関

かかりつけ医
あなたの

変化
体調の

健康管理

相
談

把
握

紹介で受診
かかりつけ医からの

情報共有
かかりつけ医と

その他お問い合わせ
☎097-546-7129ご予約は ☎097-546-7200

　大分県立病院では、国の定める規則にもとづき、紹介状をお持ち
でない患者さんには、非紹介患者加算料として、診療費の個人負担
とは別に各診療科ごとに下記の料金をご負担いただきます。

非紹介患者加算料について

　「かかりつけ医」は、患者さんとご家族の体調管理や病気の治療・
予防など健康管理に関して日常的に相談に応じ、緊急の場合にも
ふさわしい医療機関を紹介するなどの役割を担っています。
　患者さん一人ひとりの特性や生活を踏まえたきめ細かい診療が
可能なのは、地域に根ざし、患者さんから信頼を得ている「かか
りつけ医」だからできることです。

熱
かぜ 痛み
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コレステロールのおはなし
～生活習慣病予防シリーズ＜脂質異常＞～

　医師が行う医療行為の一部（特定行
為：右図）について、厚生労働省の定め
る「特定行為研修」を修了した看護師
（以下、特定行為研修修了者）が実施で
きるようになりました。
　当院は「特定行為研修」の指定機関
で、毎年３名を輩出し、現在９名の特定
行為研修修了者が在籍しています。

　このように、特定行為研修修了者は、医師の指示のもと、患者さん
の状態や生活リズムに合わせて医療行為を実施することが可能とな
ります。今後も、患者さんの「治療」と「生活」を支え、チーム医療に貢
献できる看護師の育成に努め、修了者と共に研鑽を重ねていきます。

【実践の例と看護師が特定行為を行う意味】
手術を受けたAさん。おなかには、傷の治りを管理するための管(ドレーン)が入っています。
ある朝、医師から「(他の患者さんの)手術が終わったら管を抜きますね」と言われました。

　このような場面では、これまでは、「ドレーンの抜去」は医師のみが行える行為のため、医師の手術が終わってか
ら、場合によっては夕方まで待たねばなりませんでしたが、特定行為研修修了者が医師から「創部ドレーンの抜去」の
指示を受け実施することで、Aさんは午前中に管が抜け、午後にはシャワーを浴びることができました。

　コレステロールは、細胞膜や各種ホルモン、ビタミンDなどの材料と
なる、体に必要なものですが、過剰になると血管の壁にたまり動脈硬化
につながります。体内にあるコレステロールの約２割は食事から吸収さ
れ、残りの８割は肉類、乳製品などに含まれる飽和脂肪酸を原料として
肝臓で合成されます。一方、青魚、オリーブオイルなどに含まれる多価不
飽和脂肪酸は、コレステロールを下げたり、動脈硬化を予防する働きが
あります。
コレステロールの体内合成を抑えるために大切なのは、飽和脂肪酸

と多価不飽和脂肪酸の比率です。「飽和脂肪酸 ＜ 多価不飽和脂肪酸」 
となるように、肉を毎日食べる人は週2～3回に減らし、魚を週4～5回に増やしましょう。また、き
のこや野菜に含まれる食物繊維は、腸内でコレステロールを吸着して便として排泄する働きがあ
ります。その他に、LDLコレステロールの酸化を防ぐビタミンA・C・Eを多
く含む緑黄色野菜、果物（アボカド、キウイなど）、種実類を摂ることも大切
です。
　当院では、個別栄養食事指導を承っていますので、ご自分の食事が適切
か気になる方は主治医を通して管理栄養士にご相談ください。

（栄養管理部　管理栄養士　山下梓）

看護師特定行為研修について

（教育支援室看護師長 品川陽子/特定行為研修専従看護師  野口寿美）

▲認定証 (一般病棟 )

外来訪問

▲認定証 (精神科病院 )

病
院
機
能
評
価
更
新
に
つ
い
て

〜
病
院
機
能
評
価
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
〜

　
病
院
機
能
評
価
は
日
本
医
療
機
能

評
価
機
構
が
病
院
の
運
営
管
理
及
び

提
供
さ
れ
る
診
療
・
ケ
ア
等
に
つ
い

て
外
部
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
審
査

を
行
う
も
の
で
す
。

　

当
院
は
２
０
０
８
年
以
来
、
病
院
機

能
評
価
の
認
可
を
受
け
て
お
り
、
今
回

が
４
回
目
の
更
新
受
審
と
な
り
ま
し

た
。評
価
の
視
点
は
「
患
者
中
心
の
医

療
の
推
進
」「
良
質
な
医
療
の
実
践（
１
、

２
）」「
理
念
達
成
に
向
け
た
組
織
運

営
」
の
大
き
く
４
つ
か
ら
な
り
、
89
の

観
点
か
ら
病
院
の
責
務
を
網
羅
的
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん

に
直
接
関
与
す
る
診
療
・
看
護
領
域

の
み
な
ら
ず
、
病
院
内
の
各
部
署
の
連

携
、
地
域
へ
の
情
報
発
信
、
労
務
管
理

や
病
院
収
支
等
、
多
角
的
な
視
点
か
ら

評
価
を
受
け
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
の
受
審
を
予
定
し
、
病

院
全
体
と
し
て
は
２
０
２
１
年
か
ら

上
記
審
査
項
目
を
充
足
す
る
体
制
に

な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
準
備
委
員

当院HPにも
掲載しています。

会
を
立
ち
上
げ
、
病
院
の
現
状
と
課
題

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
見
え
て
き
た

課
題
の
解
決
・
改
善
に
向
け
た
行
動
目

標
と
確
認
事
項
を
設
定
し
、
１
年
余
に

渡
っ
て
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

院
内
各
部
署
で
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
過

程
で
、
日
頃
か
ら
留
意
し
て
い
る
と
は

い
え
、
改
め
て
根
本
的
な
問
題
点
も
い

く
つ
か
抽
出
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、今
回

か
ら
２
０
２
０
年
に
開
設
さ
れ
た
精
神

医
療
セ
ン
タ
ー
も
審
査
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
精
神
科
病
院
に
特
化
し
た
視

点
で
の
準
備
も
加
わ
り
、
よ
り
一
層
大

が
か
り
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
細

か
い
改
善
点
を
含
め
て
修
正
の
取
り
組

み
を
繰
り
返

し
行
い
、
９

月
７
日
（
水
）

～
８
日(

木)

の
受
審
を
迎

え
ま
し
た
。

　

２
日
間
は

通
常
業
務
を

し
な
が
ら
の

対
応
だ
っ
た

た
め
、目
ま
ぐ

る
し
く
忙
し

い
、し
か
し
大

変
有
意
義
な

受
審
で
し
た
。

　

受
審
後
５
ヶ
月
を
経
て
、
認
定
取
得

の
運
び
と
な
り
、
３
月
に
認
定
証
が
届

き
ま
し
た
。評
価
結
果
に
つ
い
て
は
概

ね
満
足
す
る
成
績
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
病
院
内
の
改
善
点
が
明
確

に
示
さ
れ
た
点
も
あ
り
、
こ
の
受
審
を

機
に
院
内
業
務
の
更
な
る
改
善
と
向

上
に
む
け
て
努
力
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

（
柴
冨
和
貴
、平
石
健
人
）

病棟訪問

集団面接

栄養管理部だより栄養管理部だより栄養管理部だより栄養管理部だより
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湿布薬による「光線過敏症」について

　当院は「特定行為研修」の指定機
関で、毎年３名を輩出し、現在９名
の特定行為研修修了者が在籍して
います。

　便潜血検査は、消化管の出血
が便に混ざっているかを調べる
検査で、大腸がんの一次スク
リーニング検査として利用され
ています。
　大腸がんは2019年の統計で、
罹患総数1位（男性：2位、女性：2
位）となっています。
　測定方法は、免疫法と化学法という2つの方法があります。化学法では生焼けの牛肉を食べて
陽性になることがありますが、当院では免疫法を用いており、ヒトの血液に特異的に反応するた
め、食事による影響がありません。しかし、痔からの出血や生理中の方は陽性となってしまうため
注意が必要です。
　専用の採便容器を利用する場合は、同封の説明書を読み、採便して提出して下さい。保存液が
入っているので、涼しい場所（25℃以下）で保管すると、採取後4日程度は成分が安定しています。
　便そのものを持参する場合は、当日の朝に採取して早めに提出する、もしくは、前日に採取する
のであれば、冷蔵保存をお願いします。便の中の細菌や消化酵素で血液成分が変性すると反応が
できなくなり、結果が陰性となる事があるためです。
適切な検査で、早期発見をしましょう。

　患者さんやご家族の、よりよい生活を目指し、病気の自己管理や様々な不安など一人ひとりのお
悩みやご希望に対応するため、各分野で専門性を持つ看護職が看護外来を開いています。医師や
医療ソーシャルワーカー等の多職種と連携し、患者さんとご家族の生活をサポートします。
　今回は、2022年度に新たに開始した「フットケア看護外来」と「移植後長期フォローアップ外来」
について紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　※当院の看護外来は予約制です。

●火曜日　13:30～16:30
糖尿病患者さんの足の病気を予防するために、足の観察
や足の状態に応じたケアを一緒に考え提案いたします。
【対象者】当院に通院中の糖尿病患者さん
【料金】保険診療内
【こんなお悩みありませんか】
・足の感覚が鈍くなってきている
・自分で足の爪を切ることができない
・同じところにできるたこが治らない
・私の足の形や色は大丈夫？
【お問い合わせ】
平日（月～金）14:00～16:00
内分泌・代謝内科外来：097-546-7329
※まずは担当医師・看護師にご相談ください。

●水曜日　9:00～12:00
造血幹細胞移植をされた方の退院後の生活を
支援します。
【料金】保険診療内
【こんなお悩みありませんか】
・いつになったら生ものを食べられるの？
・仕事はいつから復帰していいの？

　捻挫や打ち身、肩こり等色々な場面で活躍する湿布薬ですが、中には「光
線過敏症」という副作用が出ることがあります。
　光線過敏症とは、日光（紫外線）を浴びることで発症する皮膚疾患で、発
疹、発赤、腫れ、痒みなどの症状があり、まれに重症化することもあります。
　これから紫外線が強い季節となってきますので、以下の点にご注意くだ
さい。

●湿布薬をはがした後も薬の成分が残るため、長袖や長ズボン、
サポーターなどを用いて肌を覆い、少なくとも4週間は湿布薬
を貼った部位に紫外線を当てないでください。

●曇りの日やガラス越しの紫外線にも注意が必要です。

●医師から指示された部位以外には貼らないでください。

思わぬ副作用が出る
こともあるため、他の
人に湿布薬を絶対に
譲らないでください。

便潜血検査について
　放射線治療も進歩しており、当院ではがん周
囲の正常組織へは負担が少なく、がん細胞に集
中的に放射線を照射するIMRT（強度変調放射
線治療）を積極的に行っています（図１・２）。前
立腺がんではほぼ全例でIMRTの照射を行い、
咽頭がん・喉頭がんについてもIMRTで照射を
行っている県内でも数少ない施設となっていま
す。位置合わせも高い精度が必要になり、毎回
CT撮影をして治療位置を正確に合わせていま
す。
　また放射線治療は治療開始から終了までが
数週間から７週間と長い期間が必要になりま
す。体には目印となる線が必要になり、治療期間
中に線が薄くなったり、消えかけたりします。また治療期間中の体型の変化もあります。それらにも
技師が位置を忠実に再現して正確に治療を行っています。
　治療期間中に気になることや悩みなどがあれば気軽に相談できるよう、医師・看護師・放射線技師
が常に患者さんをサポートし、安心して放射線治療ができるように心がけています。

放射線治療について

（放射線技術部　専門診療放射線技師　瑞木恵一）

当院で使用している採便容器です
上段：定性検査用　　下段：定量検査用

薬剤部だより薬剤部だより薬剤部だより薬剤部だより

放射線技術部だより放射線技術部だより放射線技術部だより放射線技術部だより 臨床検査技術部だより臨床検査技術部だより臨床検査技術部だより臨床検査技術部だより

※図の赤くなっている部分が放射線を集中的に照射す場所です。
　黄色丸(矢印)の所がIMRTの特徴です。従来の治療より正常組織
　への負担が少なくなっています。

従来の治療 IMRT

従来の治療 IMRT

【図１】体の輪切り画像

【図２】体の縦切り画像

看護部だより看護部だより看護部だより看護部だより

フットケア看護外来 移植後
長期フォローアップ外来

その他にも、下記の看護外来があります。
お気軽にご相談ください。

・がん看護外来         ・ストーマ看護外来
・リンパ浮腫外来　　・心不全看護外来
・母乳育児外来         ・こども看護外来
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●火曜日　13:30～16:30
糖尿病患者さんの足の病気を予防するために、足の観察
や足の状態に応じたケアを一緒に考え提案いたします。
【対象者】当院に通院中の糖尿病患者さん
【料金】保険診療内
【こんなお悩みありませんか】
・足の感覚が鈍くなってきている
・自分で足の爪を切ることができない
・同じところにできるたこが治らない
・私の足の形や色は大丈夫？
【お問い合わせ】
平日（月～金）14:00～16:00
内分泌・代謝内科外来：097-546-7329
※まずは担当医師・看護師にご相談ください。

●水曜日　9:00～12:00
造血幹細胞移植をされた方の退院後の生活を
支援します。
【料金】保険診療内
【こんなお悩みありませんか】
・いつになったら生ものを食べられるの？
・仕事はいつから復帰していいの？

　捻挫や打ち身、肩こり等色々な場面で活躍する湿布薬ですが、中には「光
線過敏症」という副作用が出ることがあります。
　光線過敏症とは、日光（紫外線）を浴びることで発症する皮膚疾患で、発
疹、発赤、腫れ、痒みなどの症状があり、まれに重症化することもあります。
　これから紫外線が強い季節となってきますので、以下の点にご注意くだ
さい。

●湿布薬をはがした後も薬の成分が残るため、長袖や長ズボン、
サポーターなどを用いて肌を覆い、少なくとも4週間は湿布薬
を貼った部位に紫外線を当てないでください。

●曇りの日やガラス越しの紫外線にも注意が必要です。

●医師から指示された部位以外には貼らないでください。

思わぬ副作用が出る
こともあるため、他の
人に湿布薬を絶対に
譲らないでください。

便潜血検査について
　放射線治療も進歩しており、当院ではがん周
囲の正常組織へは負担が少なく、がん細胞に集
中的に放射線を照射するIMRT（強度変調放射
線治療）を積極的に行っています（図１・２）。前
立腺がんではほぼ全例でIMRTの照射を行い、
咽頭がん・喉頭がんについてもIMRTで照射を
行っている県内でも数少ない施設となっていま
す。位置合わせも高い精度が必要になり、毎回
CT撮影をして治療位置を正確に合わせていま
す。
　また放射線治療は治療開始から終了までが
数週間から７週間と長い期間が必要になりま
す。体には目印となる線が必要になり、治療期間
中に線が薄くなったり、消えかけたりします。また治療期間中の体型の変化もあります。それらにも
技師が位置を忠実に再現して正確に治療を行っています。
　治療期間中に気になることや悩みなどがあれば気軽に相談できるよう、医師・看護師・放射線技師
が常に患者さんをサポートし、安心して放射線治療ができるように心がけています。

放射線治療について

（放射線技術部　専門診療放射線技師　瑞木恵一）

当院で使用している採便容器です
上段：定性検査用　　下段：定量検査用

薬剤部だより薬剤部だより薬剤部だより薬剤部だより

放射線技術部だより放射線技術部だより放射線技術部だより放射線技術部だより 臨床検査技術部だより臨床検査技術部だより臨床検査技術部だより臨床検査技術部だより

※図の赤くなっている部分が放射線を集中的に照射す場所です。
　黄色丸(矢印)の所がIMRTの特徴です。従来の治療より正常組織
　への負担が少なくなっています。

従来の治療 IMRT

従来の治療 IMRT

【図１】体の輪切り画像

【図２】体の縦切り画像

看護部だより看護部だより看護部だより看護部だより

フットケア看護外来 移植後
長期フォローアップ外来

その他にも、下記の看護外来があります。
お気軽にご相談ください。

・がん看護外来         ・ストーマ看護外来
・リンパ浮腫外来　　・心不全看護外来
・母乳育児外来         ・こども看護外来
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コレステロールのおはなし
～生活習慣病予防シリーズ＜脂質異常＞～

　医師が行う医療行為の一部（特定行
為：右図）について、厚生労働省の定め
る「特定行為研修」を修了した看護師
（以下、特定行為研修修了者）が実施で
きるようになりました。
　当院は「特定行為研修」の指定機関
で、毎年３名を輩出し、現在９名の特定
行為研修修了者が在籍しています。

　このように、特定行為研修修了者は、医師の指示のもと、患者さん
の状態や生活リズムに合わせて医療行為を実施することが可能とな
ります。今後も、患者さんの「治療」と「生活」を支え、チーム医療に貢
献できる看護師の育成に努め、修了者と共に研鑽を重ねていきます。

【実践の例と看護師が特定行為を行う意味】
手術を受けたAさん。おなかには、傷の治りを管理するための管(ドレーン)が入っています。
ある朝、医師から「(他の患者さんの)手術が終わったら管を抜きますね」と言われました。

　このような場面では、これまでは、「ドレーンの抜去」は医師のみが行える行為のため、医師の手術が終わってか
ら、場合によっては夕方まで待たねばなりませんでしたが、特定行為研修修了者が医師から「創部ドレーンの抜去」の
指示を受け実施することで、Aさんは午前中に管が抜け、午後にはシャワーを浴びることができました。

　コレステロールは、細胞膜や各種ホルモン、ビタミンDなどの材料と
なる、体に必要なものですが、過剰になると血管の壁にたまり動脈硬化
につながります。体内にあるコレステロールの約２割は食事から吸収さ
れ、残りの８割は肉類、乳製品などに含まれる飽和脂肪酸を原料として
肝臓で合成されます。一方、青魚、オリーブオイルなどに含まれる多価不
飽和脂肪酸は、コレステロールを下げたり、動脈硬化を予防する働きが
あります。
　コレステロールの体内合成を抑えるために大切なのは、飽和脂肪酸
と多価不飽和脂肪酸の比率です。「飽和脂肪酸 ＜ 多価不飽和脂肪酸」 

となるように、肉を毎日食べる人は週2～3回に減らし、魚を週4～5回に増やしましょう。また、き
のこや野菜に含まれる食物繊維は、腸内でコレステロールを吸着して便として排泄する働きがあ
ります。その他に、LDLコレステロールの酸化を防ぐビタミンA・C・Eを多
く含む緑黄色野菜、果物（アボカド、キウイなど）、種実類を摂ることも大切
です。
　当院では、個別栄養食事指導を承っていますので、ご自分の食事が適切
か気になる方は主治医を通して管理栄養士にご相談ください。

（栄養管理部　管理栄養士　山下梓）

看護師特定行為研修について

（教育支援室看護師長 品川陽子/特定行為研修専従看護師  野口寿美）

▲認定証 (一般病棟 )

外来訪問

▲認定証 (精神科病院 )

病
院
機
能
評
価
更
新
に
つ
い
て

〜
病
院
機
能
評
価
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
〜

　
病
院
機
能
評
価
は
日
本
医
療
機
能

評
価
機
構
が
病
院
の
運
営
管
理
及
び

提
供
さ
れ
る
診
療
・
ケ
ア
等
に
つ
い

て
外
部
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
審
査

を
行
う
も
の
で
す
。

　

当
院
は
２
０
０
８
年
以
来
、
病
院
機

能
評
価
の
認
可
を
受
け
て
お
り
、
今
回

が
４
回
目
の
更
新
受
審
と
な
り
ま
し

た
。評
価
の
視
点
は
「
患
者
中
心
の
医

療
の
推
進
」「
良
質
な
医
療
の
実
践（
１
、

２
）」「
理
念
達
成
に
向
け
た
組
織
運

営
」
の
大
き
く
４
つ
か
ら
な
り
、
89
の

観
点
か
ら
病
院
の
責
務
を
網
羅
的
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん

に
直
接
関
与
す
る
診
療
・
看
護
領
域

の
み
な
ら
ず
、
病
院
内
の
各
部
署
の
連

携
、
地
域
へ
の
情
報
発
信
、
労
務
管
理

や
病
院
収
支
等
、
多
角
的
な
視
点
か
ら

評
価
を
受
け
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
の
受
審
を
予
定
し
、
病

院
全
体
と
し
て
は
２
０
２
１
年
か
ら

上
記
審
査
項
目
を
充
足
す
る
体
制
に

な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
準
備
委
員

当院HPにも
掲載しています。

会
を
立
ち
上
げ
、
病
院
の
現
状
と
課
題

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
見
え
て
き
た

課
題
の
解
決
・
改
善
に
向
け
た
行
動
目

標
と
確
認
事
項
を
設
定
し
、
１
年
余
に

渡
っ
て
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

院
内
各
部
署
で
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
過

程
で
、
日
頃
か
ら
留
意
し
て
い
る
と
は

い
え
、
改
め
て
根
本
的
な
問
題
点
も
い

く
つ
か
抽
出
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、今
回

か
ら
２
０
２
０
年
に
開
設
さ
れ
た
精
神

医
療
セ
ン
タ
ー
も
審
査
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
精
神
科
病
院
に
特
化
し
た
視

点
で
の
準
備
も
加
わ
り
、
よ
り
一
層
大

が
か
り
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
細

か
い
改
善
点
を
含
め
て
修
正
の
取
り
組

み
を
繰
り
返

し
行
い
、
９

月
７
日
（
水
）

～
８
日(

木)

の
受
審
を
迎

え
ま
し
た
。

　

２
日
間
は

通
常
業
務
を

し
な
が
ら
の

対
応
だ
っ
た

た
め
、目
ま
ぐ

る
し
く
忙
し

い
、し
か
し
大

変
有
意
義
な

受
審
で
し
た
。

　

受
審
後
５
ヶ
月
を
経
て
、
認
定
取
得

の
運
び
と
な
り
、
３
月
に
認
定
証
が
届

き
ま
し
た
。評
価
結
果
に
つ
い
て
は
概

ね
満
足
す
る
成
績
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
病
院
内
の
改
善
点
が
明
確

に
示
さ
れ
た
点
も
あ
り
、
こ
の
受
審
を

機
に
院
内
業
務
の
更
な
る
改
善
と
向

上
に
む
け
て
努
力
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

（
柴
冨
和
貴
、平
石
健
人
）

病棟訪問

集団面接

栄養管理部だより栄養管理部だより栄養管理部だより栄養管理部だより
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医療ネットワーク

～かかりつけ医のご案内～
紹介状がとても大切です

2

呼吸器外科部長

宮脇  美千代

的
確
な
治
療
モ
ダ
リ
テ
ィ
を

みやわき　  み  ち  よ

　

２
０
２
３
年
１
月
か
ら
呼
吸
器
外
科

部
長
に
着
任
し
ま
し
た
宮
脇
美
千
代
で

す
。

　

大
分
県
立
病
院
の
呼
吸
器
外
科
は

代
々
長
崎
大
学
か
ら
の
派
遣
で
し
た

が
、
こ
の
度
、
大
分
大
学
か
ら
の
派
遣
と

な
り
、
私
が
特
攻
隊
長
と
し
て
参
り
ま

し
た
。長
く
歴
史
あ
る
長
崎
大
学
か
ら

の
引
き
継
ぎ
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

診
療
が
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

主
な
専
門
は
肺
が
ん
を
始
め
と
す
る

胸
部
腫
瘍
、
膿
胸
、
気
胸
な
ど
の
胸
膜
疾

患
、
炎
症
疾
患
、
胸
部
外
傷
な
ど
で
す
。

特
に
肺
が
ん
は
未
だ
悪
性
腫
瘍
の
な
か

で
死
亡
数
ト
ッ
プ
の
疾
患
で
す
。そ
れ

で
も
、
手
術
で
は
胸
腔
鏡
か
ら
ロ
ボ
ッ

ト
支
援
下
手
術
、
薬
物
療
法
は
抗
が
ん

剤
、分
子
標
的
薬
に
免
疫
療
法
と
、こ
こ

数
年
で
飛
躍
的
に
治
療
モ
ダ
リ
テ
ィ
は

増
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
ど
う
効
率
よ

く
的
確
に
患
者
さ
ん
に
届
る
か…

が
責

務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。内
科
、
放
射
線

科
、
病
理
医
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
肺

が
ん
に
対
し
て
打
ち
向
か
っ
て
い
く
心

意
気
で
す
。

　

大
分
県
立
病
院
を
訪
れ
る
の
は
学
生

の
ポ
リ
ク
リ
以
来
で
す
の
で
、
今
ま
で

近
く
て
遠
い
存
在
で
し
た
。

　

今
、
県
立
病
院
で
働
か
せ
て
頂
け
て

い
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

消化管内科部長

沖本　忠義
おきもと　    ただよし

　

本
年
１
月
よ
り
消
化
管
内
科
部
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
沖
本
忠
義
で
す
。

　

最
近
で
は
医
療
の
専
門
化
が
進
み
、

当
院
で
も
１
月
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
「
消

化
器
内
科
」
が
「
消
化
管
内
科
・
肝
胆

膵
内
科
」
と
な
り
ま
し
た
。
診
療
科
名

が
変
更
と
な
り
、
皆
様
に
と
っ
て
は
少

し
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

外
来
・
入
院
診
療
と
も
に
、
消
化
管
内

科
・
肝
胆
膵
内
科
の
全
て
の
ス
タ
ッ
フ

が
協
力
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
適
切
な

診
療
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
予
約
方

法
や
外
来
の
場
所
も
こ
れ
ま
で
通
り
で

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
安
心
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

男
女
合
わ
せ
た
日
本
人
の
が
ん
死
亡

者
数
順
位
の
１
位
は
肺
が
ん
で
す
が
、

２
位
か
ら
５
位
は
そ
れ
ぞ
れ
、
大
腸
が

ん
、
胃
が
ん
、
膵
臓
が
ん
、
肝
臓
が
ん

と
消
化
器
が
ん
で
亡
く
な
る
方
が
多
い

で
す
。
こ
れ
ら
の
が
ん
は
早
期
に
発
見

す
れ
ば
根
治
治
療
も
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

特
に
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
は
内
視
鏡

治
療
で
の
根
治
治
療
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
と
て
も

重
要
で
す
。
早
期
が
ん
は　

自
覚
症
状

が
無
か
っ
た
り
、
非
常
に
軽
い
こ
と
が

多
い
の
で
、
健
康
診
断
で
精
密
検
査
と

な
っ
た
場
合
や
、
症
状
が
あ
る
場
合
は

か
か
り
つ
け
医
の
先
生
に
是
非
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
大
分
で
生
ま
れ
、
大
分
で
育
ち
、

大
分
で
消
化
器
内
科
医
と
し
て
診
療
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
当
院
で

大
分
の
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
尽

力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

呼
吸
器
外
科

こ
れ
ま
で
以
上
に
適
切
な
診
療
を

消
化
器
内
科

当院から、他の医療機関への紹介状を交付されたにも
かかわらず、当院を受診する患者さん（受診の都度）

医科 7,700 円

医科 3,300 円

歯科 5,500 円

歯科 2,090 円

初診

再診

紹介状

紹介状

身
近
な
主
治
医
で
す

か
か
り
つ
け
医
は
気
軽
に
相
談
で
き
る

ま
ず
は

身近な地域の医療機関

かかりつけ医
あなたの

変化
体調の

健康管理

相
談

把
握

紹介で受診
かかりつけ医からの

情報共有
かかりつけ医と

その他お問い合わせ
☎097-546-7129ご予約は ☎097-546-7200

　大分県立病院では、国の定める規則にもとづき、紹介状をお持ち
でない患者さんには、非紹介患者加算料として、診療費の個人負担
とは別に各診療科ごとに下記の料金をご負担いただきます。

非紹介患者加算料について

　「かかりつけ医」は、患者さんとご家族の体調管理や病気の治療・
予防など健康管理に関して日常的に相談に応じ、緊急の場合にも
ふさわしい医療機関を紹介するなどの役割を担っています。
　患者さん一人ひとりの特性や生活を踏まえたきめ細かい診療が
可能なのは、地域に根ざし、患者さんから信頼を得ている「かか
りつけ医」だからできることです。

熱
かぜ 痛み



救急患者は24時間受入

受付時間 診療開始時間

療養中の心配事や不安などは…
患者総合支援センター

土・日・祝日・年末年始
　　　　　　　（12月29日～１月３日）

休診日

地域医療連携室
紹介による受診に関する事は…

院　長

佐 藤 昌 司
さ　  とう  しょう   じ

火

○

○

○

○

○

○

　

　

　

○

○

注）診療日が変更になる場合もありますので、予めご了承ください。
（令和５年５月１日現在）

1

Dx
化
さ
れ
て
も
大
切
な
の
は『
人
の
力
』

外来診療一覧表

　

本
稿
を
記
し
て
い
る
３
月
、大
分

県
内
で
も
よ
う
や
く
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
第
８
波
が
収
ま
り
、明
日

は
、来
年
は
、と
約
３
年
に
わ
た
っ

て
言
い
続
け
る
も
先
送
り
の
後
、待

ち
に
待
っ
た
文
字
通
り
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
、コ
ロ
ナ「
後
」の
時
期
が
本
当

に
や
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。と
は
い

え
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
病
原
性
や

感
染
性
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、人
間
の
側
が
社
会
的
な
順
応
度

を
変
化
さ
せ
て
い
る
だ
け
な
の
で

す
が…

。

　

さ
て
、先
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

特
需
の
時
代
を
終
え
た
ア
ク
リ
ル

板
製
造
業
者
が
、不
要
と
な
っ
た
板

の
二
次
利
用
法
を
模
索
し
て
い
る

姿
、す
っ
か
り
定
着
し
たW

eb

ス
タ

イ
ル
の
遠
隔
会
議
に
よ
っ
て
、社
内

活
動
と
会
議
の
あ
り
方
が
１
８
０

度
変
わ
っ
た
流
通
業
界
の
様
子
な

ど
、「
コ
ロ
ナ
後
特
集
」が
流
れ
て
い

ま
し
た
。医
療
の
世
界
で
も
、コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
喫
緊
の
必
要
性
も

あ
っ
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
垣
根

が
徐
々
に
取
り
払
わ
れ
、身
分
証
明

や
個
人
識
別
の
手
続
き
も
登
録

カ
ー
ド
を
使
っ
て
、さ
ら
に
は
腕
時

計
に
組
み
込
ま
れ
た
セ
ン
サ
ー
で
、

ご
本
人
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
や
血

糖
値
ま
で
も
医
療
機
関
に
送
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
受

診
者
↕
医
療
者
の
通
信
手
段
と
し

て
確
立
さ
れ
て
き
た
手
法
が
そ
の

ま
ま
、コ
ロ
ナ
後
の
医
療
の
世
界
に

定
着
・
普
及
し
て
き
て
い
ま
す
。つ

ま
り
、コ
ロ
ナ
の
蔓
延
を
契
機
と
し

て
、そ
れ
に
先
ん
じ
て
謳
わ
れ
て
い

た「
Dx
化
」が
医
療
界
に
も
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
、し
か
も
加
速
さ
れ
勢
い

を
増
し
て
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た

コ
ロ
ナ
禍
を「
災
い
転
じ
て
福
と
成

す
」た
め
に
は
、こ
の
流
れ
に
便
乗

し
な
が
ら
有
効
な
院
内
Dx
化
を
定

着
さ
せ
て
い
け
る
か
が
、
病
院
に

求
め
ら
れ
て
い
る
次
な
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
に
お
け
る
Dx
化
と
は
、人
が

タ
ッ
チ
し
て
い
た
業
務
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
任
せ
に
し
て
無
人
化

す
る
、
料
金
の
計
算
や
支
払
い
を

カ
ー
ド
自
動
払
い
に
す
る
、と
い
っ

た
単
な
る「
省
力
化
」で
は
あ
り
ま

せ
ん
。病
院
間
の
連
携
、院
内
各
所

の
情
報
伝
達
を
含
め
、患
者
さ
ん
に

無
駄
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
な
い
、二

度
手
間
を
取
ら
せ
な
い
環
境
整
備

は
言
う
に
及
ば
ず
、
初
療
か
ら
通

院
・
入
院
を
経
て
治
療
後
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
の
あ
り
方（
受
療
施
設
、ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
）ま
で
を
包
含
し
た
連

携
網
を
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
力
を

借
り
て
発
展
整
備
し
て
い
く
も
の

で
あ
り
、あ
く
ま
で
も
患
者
さ
ん
の

利
便
性
と
満
足
度
に
沿
っ
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

一
連
の
医
療
行
為
の
中
で
、情
報

通
信
網
で
代
替
で
き
先
回
り
で
き

る
の
は
ど
の
部
分
な
の
か
、ど
う
し

て
も
患
者
さ
ん
に
ご
足
労
い
た
だ

か
ね
ば
な
ら
な
い
部
分
は
ど
こ
な

の
か
、そ
し
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
人

の
力
で
解
決
す
べ
き
プ
ロ
セ
ス
は

ど
の
部
分
な
の
か
、を
無
理
な
く
切

り
分
け
る
こ
と
が
必
須
で
す
。

　

前
号
で
ご
紹
介
し
た
、
当
院
の

ネ
ッ
ク
で
あ
っ
た
電
力
供
給
を
始

め
と
し
た
水
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
確
保
の
事
業
は
、春
先
に
は
何
と

か
完
遂
で
き
そ
う
で
す
。「
患
者
さ

ん
の
安
全
と
安
心
」
の
一
環
と
し

て
、お
待
た
せ
し
な
い
医
療
、断
ら

な
い
医
療
を
進
め
る
べ
く
、当
院
ス

タ
ッ
フ
が
有
効
に
活
用
で
き
患
者

さ
ん
に
よ
り
安
全
と
安
心
を
提
供

で
き
る
よ
う
な
Dx
整
備
に
取
り
掛

か
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

引
き
続
き
、当
院
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

1

ＪＲ：大分駅からタクシーで約15分または
　　 南大分駅からタクシーで約５分
バス：大分駅前バス停からバス・徒歩を含めて約25分
        (大分市内中心部から約25分間隔で運行)
駐車場：有料駐車場(約420台）完備(1時間まで無料)

午前８時～午前11時 午前８時30分

平日（土・日・祝日除く）
午前8時15分～午後5時(受付は11時まで)
ＴＥＬ　097－546－7129
FAX　097－546－7368

平日（土・日・祝日除く）
午前8時30分～午後5時
ＴＥＬ　097－546－7125

）（

オアシスひろば●

三芳

至竹田・佐伯

至賀来

至挾間

至野津原

永興 上野丘

古国府

豊饒

　←中央通り１番のりば

←大分駅前４番のりば

大分 IC

光吉 IC

羽屋交差点

南大分体育館
●南大分スポーツパーク
●

●
豊府中・豊府高

●県庁

〕〔

〕 〔

●豊府小

大分駅

古国府駅

南大分駅

大道
トンネル

10

10

442

197

210

大分
県立病院 府内大橋

広瀬橋

下郡
バイ
パス

大
道
バ
イ
パ
ス

アクセス

金

　

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

　

○

木

○

○

○

○

　

○　

　

　

○

　

○

月

○

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

　

○

　

曜日
月

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○　

○

金

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

火

○

○

○

○　

○

○

○

○

○

○

○

　

○

　

水

○　

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

木

○

○

○

○　

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

外 科

新患
再来

新患
再来

新患
再来

新患

消化管
気管支

再来
消化器
乳腺

脳 神 経 内 科

脳 神 経 外 科

循 環 器 内 科

内分泌・代謝内科

呼吸器内科

血 液 内 科

膠原病・
リウマチ 内 科

腎 臓 内 科

呼 吸 器 外 科

心臓血管外科

整 形 外 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

形 成 外 科

消 化 管 内 科・
肝 胆 膵 内 科

新患
再来

曜日
診療科診療科 水

○

○

○

○

○

　

○

○

○

　

○

産 科

新 生 児 科

小 児 科

小 児 外 科

内視鏡科

泌 尿 器 科

精 神 科

緩和ケア外来

放 射 線 科

歯科口腔外科

外来化学療法室

診療科の判断が

困 難 な 場 合 の

担 当 診 療 科

消化管
内科
・
肝胆膵
内科

呼吸器
内科

脳神経
内科

血液
内科

1・3・5週
内分泌・
代謝内科

2・4週
腎臓
内科

手術日
休診

手術日
休診

手術日
休診

手術日
休診

手術日
休診

手術日
休診

手術日
検査日
休診

手術日
検査日
休診

休診

手術日
休診

手術日
休診

手術日
休診

手術日
休診

手術日
予約
のみ

手術日
予約
のみ

手術日
予約
のみ

手術日
予約
のみ

手術日

予約
のみ

婦 人 科
※紹介患者さん優先と
　させていただきます

※紹介患者さん優先と
　させていただきます

※新患は要予約

※専門外来は要予約

※新患・再来とも要予約

(要予約)

※新患は要予約

※新患は要予約

※第１・第３金曜日は再来のみ

皮 膚 科
※紹介患者さん優先とさせていただきます

15時
から

○

○
予約のみ

○
予約のみ

○
予約のみ

○
予約のみ

○
予約のみ

○
予約のみ

○
予約のみ

○
新患のみ

○
再来のみ

○
予約のみ

○
予約のみ

○休診

○ 休診

○
休診

○

手術日
休診

手術日
休診

○ ○

休診

休診

休診休診休診

呼吸器腫瘍
内 科
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ぶにょう

※当ニュースへのご意見・ご感想は１階中央待合ホール備付けのアンケート用紙をご利用ください。※当ニュースへのご意見・ご感想は１階中央待合ホール備付けのアンケート用紙をご利用ください。※当ニュースへのご意見・ご感想は１階中央待合ホール備付けのアンケート用紙をご利用ください。※当ニュースへのご意見・ご感想は１階中央待合ホール備付けのアンケート用紙をご利用ください。

県病ニュース春号【理念】 奉仕・信頼・進歩 当院は敷地内全面禁煙です。
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